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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月7日(2018.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記の目的を達成するために、本発明の情報処理装置は、表示部に対するタッチ操作を
検出する検出手段と、選択された画像を前記表示部に表示するように表示制御する表示制
御手段と、前記画像に重畳して表示する表示アイテムの入力を受け付ける入力受付手段と
、前記表示部に前記画像が表示されている際に、前記検出手段で検出される、前記画像が
表示されている領域で行われたタッチ位置を移動するスライド操作に基づいて、複数の線
要素を生成する生成手段と、前記入力受付手段で入力を受け付けた表示アイテムを、前記
生成手段で生成した複数の線要素に応じた遠近感となるように変形し、前記画像に重畳し
て前記表示部に表示するように制御する制御手段を有することを特徴とする。また、本発
明の情報処理装置は、表示部に対するタッチ操作を検出する検出手段と、表示アイテムの
入力を受け付ける入力受付手段と、前記入力受付手段で入力を受け付けた表示アイテムを
、複数の線要素に応じた遠近感となるように変形して前記表示部に表示するように表示制
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御する表示制御手段と、前記表示部に変形して表示された表示アイテムに対する、前記検
出手段で検出されるタッチ位置を移動するスライド操作に応じて、前記表示アイテムを、
前記複数の線要素の延長線が交差する点を回転軸として移動するように制御する制御手段
とを有することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に対するタッチ操作を検出する検出手段と、
　選択された画像を前記表示部に表示するように表示制御する表示制御手段と、
　前記画像に重畳して表示する表示アイテムの入力を受け付ける入力受付手段と、
　前記表示部に前記画像が表示されている際に、前記検出手段で検出される、前記画像が
表示されている領域で行われたタッチ位置を移動するスライド操作に基づいて、複数の線
要素を生成する生成手段と、
　前記入力受付手段で入力を受け付けた表示アイテムを、前記生成手段で生成した複数の
線要素に応じた遠近感となるように変形し、前記画像に重畳して前記表示部に表示するよ
うに制御する制御手段と
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記入力受付手段で入力を受け付けた表示アイテムを、前記生成手段
で前記複数の線要素が生成されたことに応じて表示するように制御することを特徴とする
請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、表示アイテムの入力を受け付けるための画面を表示させるよう制
御することを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記表示部に表示された表示アイテムに対する第１の方向へのスライ
ド操作に応じて、前記表示アイテムを前記複数の線要素に沿って移動するように制御する
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記表示部に表示された表示アイテムに対する第２の方向へのスライ
ド操作に応じて、前記表示アイテムを前記複数の線要素の延長線が交差する点を回転軸と
して移動するように制御することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情
報処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記表示部に前記画像と前記入力受付手段で入力を受け付けた表示ア
イテムが表示されている際に、前記検出手段で検出されるタッチ操作に基づいて前記複数
の線要素を移動し、前記表示アイテムを移動後の前記複数の線要素に応じた遠近感となる
ように変形して表示するように制御することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項
に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記表示部に対する少なくとも二点のタッチのタッチ位置が変化する操作に応じて、前
記表示部に変形して表示された表示アイテムの幅を、前記複数の線要素に沿って変更する
ように制御することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に情報処理装置。
【請求項８】
　前記表示部に対する少なくとも二点のタッチのタッチ位置が変化する操作に応じて、前
記表示部に変形して表示された表示アイテムの間隔を、前記複数の線要素に沿って変更す



(3) JP 2017-201531 A5 2019.1.31

るように制御することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の情報処理装置
。
【請求項９】
　前記情報処理装置は、前記表示アイテムの変形に関する設定を受け付ける設定受付手段
をさらに備え、
　前記設定受付手段で受け付けた設定に応じて、前記表示部に対する少なくとも二点の操
作の位置が変化する操作による表示アイテムの変形方法を決定することを特徴とする請求
項７または８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　情報処理装置の制御方法であって、
　表示部に対するタッチ操作を検出する検出ステップと、
　選択された画像を前記表示部に表示するように表示制御する表示制御ステップと、
　前記画像に重畳して表示する表示アイテムの入力を受け付ける入力受付ステップと、
　前記表示部に前記画像が表示されている際に、前記検出ステップで検出される、前記画
像が表示されている領域で行われたタッチ位置を移動するスライド操作に基づいて、複数
の線要素を生成する生成ステップと、
　前記入力受付ステップで入力を受け付けた表示アイテムを、前記生成ステップで生成し
た複数の線要素に応じた遠近感となるように変形し、前記画像に重畳して前記表示部に表
示するように制御する制御ステップと
　を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　表示部に対するタッチ操作を検出する検出手段と、
　表示アイテムの入力を受け付ける入力受付手段と、
　前記入力受付手段で入力を受け付けた表示アイテムを、複数の線要素に応じた遠近感と
なるように変形して前記表示部に表示するように表示制御する表示制御手段と、
　前記表示部に変形して表示された表示アイテムに対する、前記検出手段で検出されるタ
ッチ位置を移動するスライド操作に応じて、前記表示アイテムを、前記複数の線要素の延
長線が交差する点を回転軸として移動するように制御する制御手段と
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項１２】
　表示部に対するタッチ操作を検出する検出ステップと、
　表示アイテムの入力を受け付ける入力受付ステップと、
　前記入力受付ステップで入力を受け付けた表示アイテムを、複数の線要素に応じた遠近
感となるように変形して前記表示部に表示するように表示制御する表示制御ステップと、
　前記表示部に変形して表示された表示アイテムに対する、前記検出ステップで検出され
るタッチ位置を移動するスライド操作に応じて、前記表示アイテムを、前記複数の線要素
の延長線が交差する点を回転軸として移動するように制御する制御ステップと
　を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１乃至９，１１のいずれか１項に記載された情報処理装置の各
手段として機能させるためのプログラム。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１乃至９，１１のいずれか１項に記載された情報処理装置の各
手段として機能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒
体。
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